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～ 夢を掴もう
つか    

 ～ 

今週の３月９日（土）には、第７１回高江洲中学校卒業式があります。その中には部活 

動生も多くいて、さみしい思いをもしますが、３年生の皆さんの部活動便りの貢献、本当にあり

がとうございました。今後の成長、活躍を期待しています。 

 

さて、今回は、２月に行われた男子テニス部の県新人大会の感想を紹介します。 

 

 

「シードポイントを逃してしまった」 

 男子テニス部 キャプテン ２年４組 仲地 草紫 

私たちは２月２日と３日に県大会が行われま

した。２日は、団体戦が行われ、１回戦で島尻

地区の優勝校、南風原中学校と対戦しました。

結果は、ギリギリの戦いで１対２で初戦敗退し

てしまいました。３日は、ダブルスの個人戦で、

１回戦は、６－０で勝つことができ、２回戦で

第１シード校の首里中学校と対戦しました。こ

の試合で勝てばベスト１６で、シードポイント 

を獲得できる１番大事な所でした。試合の前半は

４－２の４０－４０で勝っていましたが、４０－

４０の時に相手の調子が上がってきてゲームを取

られてしまいました。そこから、追い上げられ４

－６で逆転負けしてしまいました。このことから、

自分は相手の調子が上がってきたときに、それを

抑える工夫が足りないなとおもいました。 

 

 

 

 

「新しく見つけた課題」 

男子テニス部  ２年２組 長嶺 僚音 

私たちテニス部は、２月２日の団体戦、３日

に個人戦ダブルス、１６日に個人シングルスが

行われて、私は、団体戦と個人ダブルスの２つ

に出場しました。団体戦では、１回戦に南風原

中学校とあたり、１－２で負けてしましました。

私は、この試合で、最初のゲームと最後のゲー

ムまでに波が出てきてしまい、お互いに頼りす

ぎてあまり前に出て行けなかったことが負けた 

原因だと思います。個人ダブルスでは、３回戦ま

でいき、首里中学校のペアとあたり、最後まで競

ったものの、４－６で負けてしまいました。この

ときの試合でも団体戦と同じ原因があると思いま

した。今回の大会で、一定の波（流れ）で試合を

進められていない所があったので、中体連までは

まだ時間があるので、それを改善しつつ、他の面

でも向上していきたいです。 

 

 

「次は、完ぺきな状態を目指して」 

 男子テニス部  ２年２組 平良 翔太郎 

男子テニス部は、２月２日から３日に県新人

戦がありました。２月２日には、団体戦があっ

て、１回戦で南風原中学校に２対１で負けてし

まいました。僕は、ダブルスでその試合の時、

調子が悪く、ミスが多かったので負けてしまし

ました。その試合を振り返って団体戦の時に完 

ぺきな状態で試合をできなかったのが原因だと思

いました。２月３日にはダブルスがあり、２回戦

で首里中学校に負けてしまいました。この大会で

は、自分の思うようなテニスができなかったので、

中体連では、完ぺきな状態で、試合ができるよう

にしたいです。 

 

 

 

 



「このチームで良ったと言えるように」 

男子テニス部  ２年２組 玉城 幸之将 

２月２日に県大会の試合がありました。僕は

この大会は、補員の補員として仲間達の試合を

見てきました。１回戦目の相手は、南風原中学

校と試合をしました。結果は、１ポイント１年

のダブルスチームが取ることができましたが、

シングルスで１本取られてしまってダブルスで

接戦だったけどラストの２，３本取っていたら

勝っていたけど、取れずに負けてしまいました。

僕はこの試合を見てきて、大会の１週間前ぐら 

いから集中して練習に取り組んでいたら、南風原

中に勝てたかもしれないと思いました。なので、

僕は、これからの部活は、次の大会の２週間前ぐ

らいから、さらに集中してテニスを頑張ろうと思

いました。中体連は、最後の大会なので、筋トレ、

ランニングなどをなまけずに、頑張って悔いが残

らない大会にしたいです。そして、チームもこの

チームで良かったと思える大会にしたいです。 

 

 

 

「ミスで簡単に点をとられた」 

男子テニス部  １年４組 平良 拓太郎 

２月２日に県新人大会がありました。１試合

目で南風原中学校に、１対２で負けてしまい、

とても悔しかったです。なぜ、負けたのか考え

ると、試合でサーブのミスやリターンのミスで、

簡単に点を取られていたからだと思います。僕 

は、そういったミスを減らすために練習では、サ

ーブの練習をしたり、リターンの練習などをしっ

かり頑張って行きたいです。次の大会では、ミス

をなるべく減らして、悔いのない試合を出来るよ

うにしたいです。 

 

 

 

 

 

 

「実力を出しきれなかった」 

男子テニス部  １年２組 国吉 皆斉 

２月２日に県大会がありました。僕は、地区

大会に続き、新人戦の県大会に出場することが

できました。団体戦では、ダブルスで出る事に

なりました。１回戦は、南風原中学校と戦い、

１対２で惜しくも負けてしまいました。とても

悔しい試合でした。僕が強化しなければならな

いと思ったのは、セカンドサーブで、何よりも

ボレーだと思いました。セカンドサーブでは、 

スピンサーブの質を上げなければいけないと思い

ました。ダブルスで１番大切なのは、前衛のボレ

ーなのですが、僕はボレーが苦手です。ボレーで

大切なのは、後ろの後衛のストロークが相手の前

衛に返されないことを確認して、詰めてボレーを

しないといけないので、これらの所を強化して次

の地区総体に臨みたいです。 

 

 

 

 

 

 

【追記】 

   男子テニス部の皆さん、大会お疲れ様でした。地区大会を勝ち抜いて、県大会に出場出来

たのは、素晴らしいと思います。今大会では、ほんのわずかな差や実力を発揮出来ないまま

負けてしまい悔しい思いをしたと思います。ほんのわずかな差を埋めるには、やはり練習に

励むこと、また、以下の部活動六箇条の徹底だと思います。今一度部員で確認して、６月の

中体連での活躍期待しています。  

部活動６箇条 

 ①時間を大切にすること     ②あいさつは立ち止まってていねいに心を込めること 

 ③整理整頓ができること     ④目配り、気配り、心配りができること 

 ⑤自分を見つめ追い求めること  ⑥感謝の心と謙虚な姿勢をもつこと 

  


